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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器が、ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して
通信するための方法であって、
　第１のアクセスポイントから、前記ユーザ機器が、少なくとも１つのキャリアを含む第
１の複数のキャリアの各々を介して前記第１のアクセスポイントと通信する周波数リソー
スを指定する第１のセルの第１のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信することと、
　第２のアクセスポイントから、前記ユーザ機器が、少なくとも１つの第２のキャリアを
含む第２の複数のキャリアの各々を介して前記第２のアクセスポイントと通信する第２の
周波数リソースを指定する第２のセルの第２のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信
することと、
　前記第１のセルの前記第１のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的に
基づいて、第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記
第１のセルと前記少なくとも１つのキャリアを介して通信するために第１の半二重動作を
実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定することと、
　前記第２のセルの前記第２のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的に
基づいて、第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前記
第２のセルと前記少なくとも１つの第２のキャリアを介して通信するために第２の半二重
動作を実行すると決定することと、
　前記第１の半二重動作または前記第１の全二重動作の一部として、前記第１の接続を介
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して第１のデータを送信または受信するために、前記第１のセルと通信することと、
　前記第２の半二重動作の一部として、前記第２の接続を介して第２のデータを送信また
は受信するために、前記第２のセルと通信することと、
　を備え、前記第１のセルと前記通信することおよび前記第２のセルと前記通信すること
が、全二重動作の一部である、方法。
【請求項２】
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記全二重動作を実行することに関係する時
間間隔中で半二重動作のみをサポートする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定すること、または前記第２のセルと通信するために
前記第２の半二重動作を実行すると決定することのうちの少なくとも１つが、構成に少な
くとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定することは、前記第１の全二重動作のための送信電
力がしきい値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記第１
の全二重動作を実行すると決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して通信するための
装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１のアクセスポイントから、前記装置が、少なくとも１つのキャリアを含む第１の
複数のキャリアの各々を介して前記第１のアクセスポイントと通信する周波数リソースを
指定する第１のセルの第１のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信することと、
　　第２のアクセスポイントから、前記装置が、少なくとも１つの第２のキャリアを含む
第２の複数のキャリアの各々を介して前記第２のアクセスポイントと通信する第２の周波
数リソースを指定する第２のセルの第２のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信する
ことと、
　　前記第１のセルの前記第１のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的
に基づいて、第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前
記第１のセルと前記少なくとも１つのキャリアを介して通信するために第１の半二重動作
を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定することと、
　　前記第２のセルの前記第２のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的
に基づいて、第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前
記第２のセルと前記少なくとも１つの第２のキャリアを介して通信するために第２の半二
重動作を実行すると決定することと、
　　前記第１の半二重動作または前記第１の全二重動作の一部として、前記第１の接続を
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介して第１のデータを送信または受信するために、前記第１のセルと通信することと、
　　前記第２の半二重動作の一部として、前記第２の接続を介して第２のデータを送信ま
たは受信するために、前記第２のセルと通信することと、
　を行うように構成され、前記少なくとも１つのプロセッサが、全二重動作の一部として
、前記第１のセルと前記第１のデータを通信し、前記第２のセルと前記第２のデータを通
信する、装置。
【請求項９】
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記第１のセルとの前記全二重動作および前
記第２のセルとの前記全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみ
をサポートする、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
セルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の全二重動作を
実行すべきなのかを決定すること、または前記第２のセルと通信するために前記第２の半
二重動作を実行すると決定することのうちの少なくとも１つを行うように構成された、請
求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の全二重動作のための送信電力がしきい
値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも部分的に
、前記第１の全二重動作を実行すると決定することによって、前記第１のセルと通信する
ために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の全二重動作を実行すべきなの
かを決定するように構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して通信するための
装置であって、
　第１のアクセスポイントから、前記装置が、少なくとも１つのキャリアを含む第１の複
数のキャリアの各々を介して前記第１のアクセスポイントと通信する周波数リソースを指
定する第１のセルの第１のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信するための手段と、
　第２のアクセスポイントから、前記装置が、少なくとも１つの第２のキャリアを含む第
２の複数のキャリアの各々を介して前記第２のアクセスポイントと通信する第２の周波数
リソースを指定する第２のセルの第２のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信するた
めの手段と、
　前記第１のセルの前記第１のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的に
基づいて、第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記
第１のセルと前記少なくとも１つのキャリアを介して通信するために第１の半二重動作を
実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定するための手段と、
　前記第２のセルの前記第２のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的に
基づいて、第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前記
第２のセルと前記少なくとも１つの第２のキャリアを介して通信するために第２の半二重
動作を実行すると決定するための手段と、
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　前記第１の半二重動作または前記第１の全二重動作の一部として、前記第１の接続を介
して第１のデータを送信または受信するために、前記第１のセルと通信するための手段と
、前記第２の半二重動作の一部として、前記第２の接続を介して第２のデータを送信また
は受信するために、前記第２のセルと通信するための手段と、
　を備え、通信するための前記手段が、全二重動作の一部として、前記第１の接続を介し
て前記第１のデータを通信し、前記第２の接続を介して前記第２のデータを通信する、装
置。
【請求項１６】
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記第１のセルとの前記全二重動作および前
記第２のセルとの前記全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみ
をサポートする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定するための前記手段、または前記第２のセルと通信
するために前記第２の半二重動作を実行すると決定するための前記手段が、構成に少なく
とも部分的に基づいて決定する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定するための手段が、前記第１の全二重動作のための
送信電力がしきい値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて、少
なくとも部分的に、前記第１の全二重動作を実行すると決定することによって決定する、
請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　ユーザ機器が、ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して
通信するためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒
体であって、
　第１のアクセスポイントから、前記ユーザ機器が、少なくとも１つのキャリアを含む第
１の複数のキャリアの各々を介して前記第１のアクセスポイントと通信する周波数リソー
スを指定する第１のセルの第１のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信するためのコ
ードと、
　第２のアクセスポイントから、前記ユーザ機器が、少なくとも１つの第２のキャリアを
含む第２の複数のキャリアの各々を介して前記第２のアクセスポイントと通信する第２の
周波数リソースを指定する第２のセルの第２のキャリアアグリゲーション帯域構成を受信
するためのコードと、
　前記第１のセルの前記第１のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的に
基づいて、第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記
第１のセルと前記少なくとも１つのキャリアを介して通信するために第１の半二重動作を
実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定するためのコードと、
　前記第２のセルの前記第２のキャリアアグリゲーション帯域構成に少なくとも部分的に
基づいて、第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前記



(5) JP 6445047 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

第２のセルと前記少なくとも１つの第２のキャリアを介して通信するために第２の半二重
動作を実行すると決定するためのコードと、
　前記第１の半二重動作または前記第１の全二重動作の一部として、前記第１の接続を介
して通信を送信または受信するために、前記第１のセルと通信するためのコードと、前記
第２の半二重動作の一部として、前記第２の接続を介して通信を送信または受信するため
に、前記第２のセルと前記全二重動作の一部として通信するためのコードと、
　を備え、通信するための前記コードが、全二重動作の一部として、前記第１の接続を介
して前記第１のデータを通信し、前記第２の接続を介して前記第２のデータを通信する、
非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記第１のセルとの前記全二重動作および前
記第２のセルとの前記全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみ
をサポートする、請求項２２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定するための前記コード、または前記第２のセルと通
信するために前記第２の半二重動作を実行すると決定するための前記コードが、構成に少
なくとも部分的に基づいて決定する、請求項２２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶
媒体。
【請求項２５】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、請求項２４に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、請求項２４に記載の非一時的コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、請求項２２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２８】
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定するための前記コードは、前記第１の全二重動作の
ための送信電力がしきい値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づい
て、前記第１の全二重動作を実行すると決定するためのコードを備える、請求項２２に記
載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明
確に組み込まれる、２０１５年４月２４日に出願された「TECHNIQUES FOR PERFORMING HA
LF/FULL-DUPLEX OPERATIONS IN WIRELESS COMMUNICATIONS」と題する非仮出願第１４／６
９５，９８２号、および２０１４年５月１６日に出願された「TECHNIQUES FOR PERFORMIN
G HALF/FULL-DUPLEX OPERATIONS IN MULTIPLE CONNECTIVITY WIRELESS COMMUNICATIONS」
と題する仮出願第６１／９９４，５０２号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレ
ス通信において半／全二重動作を実行するための技法に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局（たとえば、ｅノードＢ）を含み得る。ＵＥ
は、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（また
は順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向
リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信の性能を改善するために、ＵＥが、複数の基地局からの複数のア
ップリンク許可を介してそれらの基地局と同時に通信することを可能にすることが望まし
いことがあり、これは、複数接続性ワイヤレス通信と呼ばれることがあり、またはより詳
細には、ＵＥが、２つの基地局からのアップリンク許可を介して通信する、デュアル接続
性と呼ばれることがある。ＵＥは、したがって、複数の基地局の各々の１つまたは複数の
セルと通信するために、１つまたは複数のキャリアを利用し得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、複数接続性ワイ
ヤレス通信において半／全二重動作を実行するための技法に関する。たとえば、複数の基
地局によって構成された複数のセルと通信するとき、半二重動作または全二重動作を実行
するための技法について、本明細書で説明する。
【０００７】
　[0007]一態様によれば、ワイヤレスデバイス（たとえば、ユーザ機器（ＵＥ））は、ワ
イヤレスネットワークにおいて、１つまたは複数の基地局（たとえば、複数接続性ワイヤ
レス通信におけるマスタｅノードＢ（ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）および少なくとも１
つの２次ｅノードＢ（ＳｅノードＢまたはＳｅＮＢ））によって構成された複数のセル（
たとえば、ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌ）と通信し得る。一例では、１つまたは複数の基
地局によって構成された複数のセルのうちの所与の１つのためのキャリア構成に基づいて
、ワイヤレスデバイスは、それが、１つまたは複数の基地局によって構成された複数のセ
ルのうちの所与の１つとの半二重動作を実行することができるのか全二重動作を実行する
ことができるのかを決定し得る。別の例では、ワイヤレスデバイスの能力に基づいて、ワ
イヤレスデバイスは、それが、１つまたは複数の基地局によって構成された複数のセルの
うちの所与の１つとの半二重動作を実行することができるのか全二重動作を実行すること
ができるのかを決定し得る。しかしながら、複数のセルのキャリア構成が、ワイヤレスデ
バイスが半二重動作を実行することを可能にする場合、ワイヤレスデバイスが、複数の基
地局によって構成された複数のセルと通信することによって、ワイヤレスデバイス自体が
、１つまたは複数の基地局のうちの１つによって構成された複数のセルのうちの１つに送
信する間に複数のセルのうちの別の１つから受信することで、全二重動作を実行している
ことがある場合があり得る。したがって、１つまたは複数の基地局によって構成された複
数のセルへの複数接続を利用することによって、ワイヤレスデバイスは、個々の接続が（
たとえば、所与の時間間隔中などで）半二重動作のためにのみ構成され得る場合でも、全
二重動作を実行し得る。さらに、一例では、これは、同じ基地局によって構成された複数
のコンポーネントキャリア（たとえば、ここで、それらのキャリアは専用の帯域構成を有
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することができる）上で複数接続が確立されるキャリアアグリゲーションの場合に適用さ
れ得る。
【０００８】
　[0008]一例では、ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用し
て通信するための方法が提供される。本方法は、第１の接続を介して第１のアクセスポイ
ントによってサービスされる第１のセルと通信することと、第２の接続を介して第２のア
クセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信することと、第１の接続を介し
て第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信するために第１の半
二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定することと、第
２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信する
ために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行すべきなのかを決定
することとを含む。
【０００９】
　[0009]本方法はまた、全二重動作の一部として通信を受信するために第１の接続を介し
て第１のセルまたは第２の接続を介して第２のセルのうちの一方と通信することと、全二
重動作の一部として通信を送信するために第１の接続を介して第１のセルまたは第２の接
続を介して第２のセルのうちの他方と通信することとによって、全二重動作を実行するこ
とを含み得る。本方法は、ここにおいて、第１の接続および第２の接続が、全二重動作を
実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみをサポートすることをさらに含み得
る。
【００１０】
　[0010]本方法はまた、ここにおいて、第１のセルと通信するために第１の半二重動作を
実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定すること、または第２のセ
ルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行すべき
なのかを決定することのうちの少なくとも１つが、構成に少なくとも部分的に基づくこと
を含み得る。また、本方法は、ここにおいて、構成が、第１の接続および第２の接続の各
々のキャリアアグリゲーション帯域構成に関することを含み得る。本方法は、ここにおい
て、構成が、第１の接続および第２の接続の各々を使用して通信するためのユーザ機器（
ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関することをさらに含み得る。さらに、本方法は、ここ
において、第２のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二
重動作を実行すべきなのかを決定することは、第２の全二重動作のための送信電力がしき
い値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて、第２の全二重動作
を実行すると決定することを備えることを含み得る。本方法はまた、ここにおいて、第１
のアクセスポイントおよび第２のアクセスポイントが、同じアクセスポイントであること
を含み得る。
【００１１】
　[0011]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用
して通信するための装置が提供される。本装置は、第１の接続を介して第１のアクセスポ
イントによってサービスされる第１のセルと通信することと、第２の接続を介して第２の
アクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信することとを行うように構成
された通信構成要素と、第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスさ
れる第１のセルと通信するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作
を実行すべきなのかを決定することと、第２の接続を介して第２のアクセスポイントによ
ってサービスされる第２のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第
２の全二重動作を実行すべきなのかを決定することとを行うように構成された半／全二重
動作構成要素とを含む。
【００１２】
　[0012]本装置はまた、ここにおいて、半／全二重動作構成要素が、少なくとも部分的に
、全二重動作の一部として通信を受信するために第１の接続を介して第１のセルまたは第
２の接続を介して第２のセルのうちの一方と通信することと、全二重動作の一部として通
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信を送信するために第１の接続を介して第１のセルまたは第２の接続を介して第２のセル
のうちの他方と通信することとによって、全二重動作を実行すると決定するように構成さ
れることを含み得る。本装置は、ここにおいて、第１の接続および第２の接続が、第１の
セルとの全二重動作および第２のセルとの全二重動作を実行することに関係する時間間隔
中で半二重動作のみをサポートすることをさらに含み得る。
【００１３】
　[0013]本装置はまた、ここにおいて、半／全二重動作構成要素が、構成に少なくとも部
分的に基づいて、第１のセルと通信するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１
の全二重動作を実行すべきなのかを決定すること、または第２のセルと通信するために第
２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行すべきなのかを決定すること
のうちの少なくとも１つを行うように構成されることを含み得る。さらに、本装置は、こ
こにおいて、構成が、第１の接続および第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション帯
域構成に関することを含み得る。本装置はまた、ここにおいて、構成が、第１の接続およ
び第２の接続の各々を使用して通信するためのＵＥの１つまたは複数の能力に関すること
を含み得る。本装置は、ここにおいて、半／全二重動作構成要素は、第２の全二重動作の
ための送信電力がしきい値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも部分的に、第２の全二重動作を実行すると決定することによって、第２の
セルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行すべ
きなのかを決定するように構成されることをさらに含み得る。また、本装置は、ここにお
いて、第１のアクセスポイントおよび第２のアクセスポイントが、同じアクセスポイント
であることを含み得る。
【００１４】
　[0014]また別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を
使用して通信するための装置が提供される。本装置は、第１の接続を介して第１のアクセ
スポイントによってサービスされる第１のセルと通信するための手段と、第２の接続を介
して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信するための手段と
、第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信
するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを
決定するための手段と、第２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスさ
れる第２のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作
を実行すべきなのかを決定するための手段とを含み得る。
【００１５】
　[0015]本装置はまた、全二重動作の一部として通信を受信するために第１の接続を介し
て第１のセルまたは第２の接続を介して第２のセルのうちの一方と通信することと、全二
重動作の一部として通信を送信するために第１の接続を介して第１のセルまたは第２の接
続を介して第２のセルのうちの他方と通信することとによって、全二重動作を実行するた
めの手段を含み得る。本装置は、ここにおいて、第１の接続および第２の接続が、第１の
セルとの全二重動作および第２のセルとの全二重動作を実行することに関係する時間間隔
中で半二重動作のみをサポートすることをさらに含み得る。
【００１６】
　[0016]また、本装置は、ここにおいて、第１のセルと通信するために第１の半二重動作
を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定するための手段、または
第２のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実
行すべきなのかを決定するための手段が、構成に少なくとも部分的に基づいて決定するこ
とを含み得る。本装置はまた、ここにおいて、構成が、第１の接続および第２の接続の各
々のキャリアアグリゲーション帯域構成に関することを含み得る。本装置は、ここにおい
て、構成が、第１の接続および第２の接続の各々を使用して通信するためのＵＥの１つま
たは複数の能力に関することをさらに含み得る。本装置はまた、ここにおいて、第１のア
クセスポイントおよび第２のアクセスポイントが、同じアクセスポイントであることを含
み得る。
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【００１７】
　[0017]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用
して通信するためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体が
提供される。コードは、第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスさ
れる第１のセルと通信するためのコードと、第２の接続を介して第２のアクセスポイント
によってサービスされる第２のセルと通信するためのコードと、第１の接続を介して第１
のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信するために第１の半二重動
作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定するためのコードと、
第２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信す
るために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行すべきなのかを決
定するためのコードとを含む。
【００１８】
　[0018]本コンピュータ可読記憶媒体は、全二重動作の一部として通信を受信するために
第１の接続を介して第１のセルまたは第２の接続を介して第２のセルのうちの一方と通信
することと、全二重動作の一部として通信を送信するために第１の接続を介して第１のセ
ルまたは第２の接続を介して第２のセルのうちの他方と通信することとによって、全二重
動作を実行するためのコードをも含むことができる。さらに、本コンピュータ可読記憶媒
体は、ここにおいて、第１の接続および第２の接続が、第１のセルとの全二重動作および
第２のセルとの全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみをサポ
ートすることを含むことができる。
【００１９】
　[0019]その上、本コンピュータ可読記憶媒体は、ここにおいて、第１のセルと通信する
ために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行すべきなのかを決定
するためのコード、または第２のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきな
のか第２の全二重動作を実行すべきなのかを決定するためのコードが、構成に少なくとも
部分的に基づいて決定することを含み得る。本コンピュータ可読記憶媒体はまた、ここに
おいて、構成が、第１の接続および第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション帯域構
成に関することを含み得る。本コンピュータ可読記憶媒体はまた、ここにおいて、構成が
、第１の接続および第２の接続の各々を使用して通信するためのＵＥの１つまたは複数の
能力に関することを含み得る。本コンピュータ可読記憶媒体は、ここにおいて、第１のア
クセスポイントおよび第２のアクセスポイントが、同じアクセスポイントであることをさ
らに含み得る。
【００２０】
　[0020]本開示の様々な態様および特徴について、添付の図面において示されるように、
それの様々な例を参照しながら以下でさらに詳細に説明する。本開示について様々な例を
参照しながら以下で説明するが、本開示はそれに制限されないことを理解されたい。本明
細書の教示へのアクセスを有する当業者は、本明細書で説明する本開示の範囲内に入り、
それに関して本開示が著しく有用であり得る、追加の実装形態、変更形態、および例、な
らびに他の使用分野を認識されよう。
【００２１】
　[0021]本開示のより完全な理解を可能にするために、次に添付の図面を参照し、そこに
おいて、同様の数字を用いて同様の要素が参照される。これらの図面は、本開示を限定す
るものとして解釈されるべきではなく、例示的なものにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】[0022]本開示の一態様による、ワイヤレス通信システムの一例を概念的に示すブ
ロック図。
【図２】[0023]本開示の一態様に従って構成されたｅノードＢおよびＵＥの例を概念的に
示すブロック図。
【図３】[0024]本開示の一態様による、ＵＥにおける無線アクセス技術のアグリゲーショ
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ンを概念的に示すブロック図。
【図４ａ】[0025]　本開示の一態様による、ＵＥとＰＤＮとの間のデータ経路の一例を概
念的に示すブロック図。
【図４ｂ】本開示の一態様による、ＵＥとＰＤＮとの間のデータ経路の一例を概念的に示
すブロック図。
【図５】[0026]本開示の一態様による、複数接続性キャリアアグリゲーションを可能にす
る例示的なワイヤレス通信システムを概念的に示すブロック図。
【図６】[0027]本開示の一態様に従って構成されたＵＥおよび構成要素の一例を概念的に
示すブロック図。
【図７】[0028]本開示の一態様による、複数接続性において半二重または全二重を構成す
るための方法を示すフローチャート。
【図８】[0029]本開示の一態様に従って構成された処理システムを採用する装置のための
例示的なハードウェア実装形態を概念的に示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　[0030]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための詳細を含む。
ただし、これらの概念はこれらの詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろ
う。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構
造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００２４】
　[0031]キャリアアグリゲーションまたは複数接続性通信モードにおいて複数接続を使用
することによって半／全二重動作を実行するための、様々な方法、装置、デバイス、およ
びシステムについて説明する。いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス（たとえば、ユ
ーザ機器（ＵＥ））は、ワイヤレスデバイスがワイヤレスネットワークにアクセスする際
にそれを介して通信することができる複数のネットワークエンティティの各々からリソー
スを受信することを含み得る、複数接続性通信モードを使用して複数のネットワークエン
ティティによって構成された複数のセルと通信することができる。いくつかの態様では、
ワイヤレスデバイスは、第１のネットワークエンティティの第１の１次セル（たとえば、
マスタセルグループ１次セルまたはＰＣｅｌｌ）を通して、第１のネットワークエンティ
ティ（たとえば、ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢとも呼ばれる、マスタｅノードＢ）と通信
するために、第１の構成情報を受信し得る。ワイヤレスデバイスは、第２のネットワーク
エンティティの第２の１次セル（たとえば、２次セルグループ１次セルまたはＰＣｅｌｌ

SCG）を通して、第２のネットワークエンティティ（たとえば、ＳｅノードＢまたはＳｅ
ＮＢとも呼ばれる、２次ｅノードＢ）と通信するために、第２の構成情報を受信し得る。
第１の１次セルおよび第２の１次セルの各々について、ワイヤレスデバイスは、それぞれ
、第１の構成情報および第２の構成情報に少なくとも部分的に基づいて、半二重動作を実
行すべきなのか全二重動作を実行すべきなのかを決定し得る。第２のネットワークエンテ
ィティは、第１のネットワークエンティティとコロケートされないことがあり、第１のネ
ットワークエンティティとコロケートされることがあり、および／または（たとえば、単
一のｅノードＢを用いたキャリアアグリゲーションでは）第１のネットワークエンティテ
ィと同じであり得る。
【００２５】
　[0032]複数接続性ワイヤレス通信のいくつかの態様では、ワイヤレスデバイスは、複数
のネットワークエンティティに通信可能に結合され得る。たとえば、第１のネットワーク
エンティティ（たとえば、ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢとも呼ばれる、マスタｅノードＢ
）は、１つまたは複数のセルを含むマスタセルグループ（ＭＣＧ：master cell group）
を動作させるように構成され得る（たとえば、各セルは、異なる周波数帯域中で動作し得
、１つまたは複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を含み得る）。マスタセルグループ



(11) JP 6445047 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

（ＭＣＧ）中のセルは、マスタセルグループ（ＭＣＧ）の第１の１次セル（たとえば、Ｐ
ＣｅｌｌMCG）として構成され得る。第２のネットワークエンティティ（たとえば、Ｓｅ
ノードＢまたはＳｅＮＢ）は、１つまたは複数のセルを含む２次セルグループ（ＳＣＧ：
secondary cell group）を動作させるように構成され得る（たとえば、各セルは、異なる
周波数帯域中で動作し得、１つまたは複数のＣＣを含み得る）。２次セルグループ（ＳＣ
Ｇ）中のセルは、２次セルグループ（ＳＣＧ）の第１の１次セル（たとえば、ＰＣｅｌｌ

SCG）として指定され得る。たとえば、ワイヤレスデバイスは、第１の１次セル（たとえ
ば、ＰＣｅｌｌMCG）を介して第１のネットワークエンティティから構成情報を受信し、
第２の１次セル（たとえば、ＰＣｅｌｌSCG）を介して第２のネットワークエンティティ
から構成情報を受信し得る。第１のネットワークエンティティは、第２のネットワークエ
ンティティとコロケートされないことがあり、第１のネットワークエンティティとコロケ
ートされることがあり、および／または（たとえば、単一のｅノードＢを用いたキャリア
アグリゲーションでは）第１のネットワークエンティティと同じであり得る。
【００２６】
　[0033]一態様では、キャリアアグリゲーションは、ＭｅＮＢおよびＳｅＮＢによって構
成されたセルまたはセルグループならびに／または関係するセルの各々内で有効にされ得
、ワイヤレスデバイスは、それぞれのｅＮＢとのワイヤレスデバイスのための所与のキャ
リアアグリゲーション帯域構成、および／またはキャリアアグリゲーション帯域構成を考
慮したワイヤレスデバイス能力のうちの少なくとも１つに基づいて、ＭｅＮＢおよびＳｅ
ＮＢによって構成されたセルまたはセルグループのうちの１つまたは複数との半二重動作
または全二重動作を実行し得る。さらに、ワイヤレスデバイスは、ＭｅＮＢおよびＳｅＮ
Ｂにわたって考慮されるときに、ワイヤレスデバイスが、所与の時間間隔中で同時に一方
のｅＮＢに送信し他方のｅＮＢから受信し得るので、ＭｅＮＢおよび／またはＳｅＮＢに
よって個々に構成されたセルまたはセルグループとの半二重動作のみが実行され得る場合
でも、この構成において全二重動作を実行することが可能であり得る。ワイヤレスデバイ
スはまた、アグリゲートされたキャリアの複数のキャリアまたはキャリアのグループが半
二重動作を可能にし得る専用帯域構成を有することができる、単一のｅＮＢとのキャリア
アグリゲーションにおいて、全二重として動作することができることを諒解されたい。
【００２７】
　[0034]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語はしばしば互換的に使用さ
れる。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universa
l Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲ
Ａは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。
ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）
：Global System for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭ
Ａネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦ
ＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはＵＭＴＳの一部であ
る。３ＧＰＰ（登録商標）　ＬＴＥ（登録商標）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジ
ェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に
記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジ
ェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの
文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよ
び無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され得る
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。明快のために、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、以下
の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
【００２８】
　[0035]図１は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を概念的
に示すブロック図である。ワイヤレス通信システム１００は、基地局（またはセル）１０
５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は
、様々な実施形態ではコアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基
地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。１つまたは複数のＵ
Ｅ１１５は、本明細書で説明するように、（１つまたは複数の基地局との）複数接続性ワ
イヤレス通信および／またはキャリアアグリゲーションにおいて半／全二重動作を実行す
るための通信構成要素６４０を含むことができる。基地局１０５は、第１のバックホール
リンク１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを
通信し得る。実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクで
あり得る第２のバックホールリンク１３４を介して互いに直接または間接的に通信し得る
。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での
動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号
を送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線
技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリ
ア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド
情報、データなどを搬送し得る。ワイヤレス通信システム１００はまた、複数のフロー上
での動作を同時にサポートし得る。いくつかの態様では、複数のフローは、複数のワイヤ
レスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）またはセルラーフローに対応し得る。他の態
様では、複数のフローは、ＷＷＡＮまたはセルラーフローとワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）またはＷｉ－Ｆｉフローとの組合せに対応し得る。
【００２９】
　[0036]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホ
ームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５の
ための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセク
タに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地
局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含
み得る。異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得る。
【００３０】
　[0037]実装形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
ク通信システムである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノー
ドＢ（ｅノードＢ）という用語は、基地局１０５について説明するために使用され得る。
ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅノードＢが様々な地理的領域にカバ
レージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅノー
ドＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセル
に通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半
径数キロメートル）をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵ
Ｅ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリア
（たとえば、建築物）をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入している
ＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、比較的小さい
地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、無制限アクセスに加えて、フェムトセル
との関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscri
ber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）による制限付き
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アクセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅノードＢ１０５はマクロｅノードＢと
呼ばれることがある。ピコセルのためのｅノードＢ１０５はピコｅノードＢと呼ばれるこ
とがある。また、フェムトセルのためのｅノードＢ１０５はフェムトｅノードＢまたはホ
ームｅノードＢと呼ばれることがある。ｅノードＢ１０５は、１つまたは複数の（たとえ
ば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。ワイヤレス通信システム１００は
、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によるＬＴＥおよびＷＬＡＮまたはＷｉＦｉ（登録
商標）の使用をサポートし得る。
【００３１】
　[0038]コアネットワーク１３０は、第１のバックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
インターフェースなど）を介してｅノードＢ１０５または他の基地局１０５と通信し得る
。ｅノードＢ１０５はまた、たとえば、第２のバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ
２インターフェースなど）を介しておよび／または第１のバックホールリンク１３２を介
して（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いに通信し
得る。ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同
期動作の場合、ｅノードＢ１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅノード
Ｂ１０５からの送信は時間的に近似的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅノードＢ１
０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅノードＢ１０５からの送信は時間的
に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のい
ずれかのために使用され得る。
【００３２】
　[0039]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定式または移動可能であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、
加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット
、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス
、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハ
ンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らか
の他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブ
レットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカ
ルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅノードＢ、ピコｅノード
Ｂ、フェムトｅノードＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。
【００３３】
　[0040]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
ｅノードＢ１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはｅノードＢ１０５からＵ
Ｅ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送
信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００３４】
　[0041]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、ＵＥ１１５は、２つまた
はそれ以上のｅノードＢ１０５とのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）をサポートするよ
うに構成され得る。キャリアアグリゲーションのために使用されるｅノードＢ１０５はコ
ロケートされ得るか、または高速接続を通して接続され得る。いずれの場合も、ＵＥ１１
５とｅノードＢ１０５との間のワイヤレス通信のためのコンポーネントキャリア（ＣＣ）
のアグリゲーションを協調させることは、キャリアアグリゲーションを実行するために使
用されている様々なセル間で情報が容易に共有され得るので、より容易に行われ得る。キ
ャリアアグリゲーションのために使用されるｅノードＢ１０５がコロケートされない（た
とえば、遠くに離れているかまたはそれらの間の高速接続を有しない）とき、コンポーネ
ントキャリアのアグリゲーションを協調させることは、追加の態様を伴い得る。たとえば
、デュアル接続性（たとえば、２つのコロケートされないｅノードＢ１０５に接続された
ＵＥ１１５）のためのキャリアアグリゲーションでは、ＵＥ１１５は、第１のｅノードＢ
１０５（たとえば、ＳｅノードＢまたはＳｅＮＢ）の１次セルを通して第１のｅノードＢ
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１０５と通信するために構成情報を受信し得る。第１のｅノードＢ１０５は、第１のｅノ
ードＢ１０５の、１つまたは複数の２次セルと１次セルまたはＰＣｅｌｌSCGとを含む、
２次セルグループまたはＳＣＧと呼ばれるセルのグループを含み得る。ＵＥ１１５はまた
、第２のｅノードＢ１０５（たとえば、ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）の第２の１次セル
を通して第２のｅノードＢ１０５と通信するために構成情報を受信し得る。第２のｅノー
ドＢ１０５は、第２のｅノードＢ１０５の、１つまたは複数の２次セルと１次セルまたは
ＰＣｅｌｌとを含む、マスタセルグループまたはＭＣＧと呼ばれるセルのグループを含み
得る。
【００３５】
　[0042]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、デュアル接続性のための
キャリアアグリゲーションは、２次ｅノードＢ１０５（たとえば、ＳｅノードＢまたはＳ
ｅＮＢ）がそれのセルのうちの１つをＰＣｅｌｌSCGとして動作させるように構成される
ことを伴い得る。２次ｅノードＢ１０５は、ＵＥ１１５がマスタｅノードＢ１０５（たと
えば、ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）と通信している間にＵＥ１１５が２次ｅノードＢ１
０５と通信するためにＰＣｅｌｌSCGを通して構成情報をＵＥ１１５に送信し得る。マス
タｅノードＢ１０５は、同じＵＥ１１５が他方のｅノードＢ１０５と通信するために、そ
れのＰＣｅｌｌを介してそのＵＥ１１５に構成情報を送信し得る。２つのｅノードＢ１０
５はコロケートされないことがある。
【００３６】
　[0043]本明細書で説明する例では、ＵＥ１１５は、ｅノードＢ１０５からのＣＡ帯域を
用いて構成され得る。たとえば、通信構成要素６４０は、本明細書で説明するように、ｅ
ノードＢ１０５のうちの１つまたは複数から構成を受信することができ、および／または
ｅノードＢ１０５のうちの１つまたは複数と通信する際に構成を利用することができる。
ＣＡ帯域構成、および／またはＵＥ１１５の能力に基づいて、ＵＥ１１５は、ｅノードＢ
１０５との半二重動作または全二重動作を実行することができる。さらに、いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、半二重動作がｅノードＢ１０５によってサポートされるとき、所与
の時間間隔中でワイヤレスネットワーク通信を送信するために複数ｅノードＢ１０５のう
ちの少なくとも１つとの接続を使用しながら、その所与の時間間隔中でワイヤレスネット
ワーク通信を受信するために複数のｅノードＢ１０５のうちの少なくとも別の１つとの接
続を使用することによって、ネットワーク上で全二重動作を実行することができる。さら
に、一例では、ｅノードＢ１０５のうちの１つが、しきい値送信電力未満でＵＥ１１５か
らの送信を受信することが可能なスモールセルである場合、ＵＥ１１５は、しきい値を下
回る送信電力を使用してスモールセルｅノードＢ１０５に送信することによって、スモー
ルセルｅノードＢ１０５との接続を介して全二重動作を構成することができる。
【００３７】
　[0044]図２は、本開示の一態様に従って構成されたｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０
の例を概念的に示すブロック図である。たとえば、図２に示されているように、システム
２００の基地局／ｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０は、それぞれ、図１における基地局
／ｅノードＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであり得る。したがって、ＵＥ２５０
は、本明細書で説明するように、（１つまたは複数のｅＮＢ２１０との）複数接続性ワイ
ヤレス通信および／またはキャリアアグリゲーションにおいて半／全二重動作を実行する
ための通信構成要素６４０を含み得る。いくつかの態様では、ｅノードＢ２１０は、キャ
リアアグリゲーションおよび／または複数接続性（たとえば、デュアル接続性）キャリア
アグリゲーションをサポートし得る。たとえば、ｅノードＢ２１０は、それのＭＣＧ中の
セルのうちの１つがＰＣｅｌｌとして構成されたＭｅノードＢまたはＭｅＮＢであり得、
それのＳＣＧ中のそれのセルのうちの１つがＰＣｅｌｌSCGとして構成されたＳｅノード
ＢまたはＳｅＮＢであり得、それのＭＣＧ／ＳＣＧ中のセルのうちの１つがＳＣｅｌｌな
どとして構成され得る。いくつかの態様では、ＵＥ２５０は、キャリアアグリゲーション
、複数接続性キャリアアグリゲーションなどをもサポートし得る。ＵＥ２５０は、本明細
書でさらに説明するように、ＵＥ２５０によって示される１つまたは複数の能力に基づく



(15) JP 6445047 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

帯域構成に関し得る構成情報を、ＰＣｅｌｌおよび／またはＰＣｅｌｌSCGを介してｅノ
ードＢ２１０から受信し得る。基地局２１０はアンテナ２３４1~tを装備し得、ＵＥ２５
０はアンテナ２５２1~rを装備し得、ここにおいて、ｔおよびｒは１以上の整数である。
【００３８】
　[0045]基地局２１０において、基地局送信プロセッサ２２０は、基地局データソース２
１２からデータを受信し、基地局コントローラ／プロセッサ２４０から制御情報を受信し
得る。制御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、物理的ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、ＰＤＣＣＨなどの上で搬送され得る。デー
タは、ＰＤＳＣＨなどの上で搬送され得る。基地局送信プロセッサ２２０は、データシン
ボルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（たと
えば、符号化およびシンボルマッピング）し得る。基地局送信プロセッサ２２０はまた、
たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号（ＲＳ：reference signal）のため
の基準シンボルを生成し得る。基地局送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ
２３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボ
ルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、基地局変調器／復調器
（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２３２1~tに出力シンボルストリームを与え得る。各基地局変調
器／復調器２３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭ
などのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各基地局変調器／復調
器２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理
（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る
。変調器／復調器２３２1~tからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ２３４1~tを介
して送信され得る。
【００３９】
　[0046]ＵＥ２５０において、ＵＥアンテナ２５２1~rは、基地局２１０からダウンリン
ク信号を受信し得、受信信号をそれぞれＵＥ変調器／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２５
４1~rに与え得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４は、入力サンプルを取得するために、そ
れぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデ
ジタル化）し得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４はさらに、受信シンボルを取得するため
に、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＵＥ　ＭＩＭＯ検
出器２５６は、すべてのＵＥ変調器／復調器２５４1~rから受信シンボルを取得し、適用
可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。Ｕ
Ｅ受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、
および復号）し、ＵＥ２５０の復号されたデータをＵＥデータシンク２６０に与え、復号
された制御情報をＵＥコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。
【００４０】
　[0047]アップリンク上では、ＵＥ２５０において、ＵＥ送信プロセッサ２６４は、ＵＥ
データソース２６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、
ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を
受信し、処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４はまた、基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＵＥ　Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば、ＳＣ
－ＦＤＭなどのために）ＵＥ変調器／復調器２５４1~rによって処理され、基地局２１０
に送信され得る。基地局２１０において、ＵＥ２５０からのアップリンク信号は、基地局
アンテナ２３４によって受信され、基地局変調器／復調器２３２によって処理され、適用
可能な場合は基地局ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、さらに基地局受信プロセッ
サ２３８によって処理されて、ＵＥ２５０によって送られた復号されたデータと制御情報
とが取得され得る。基地局受信プロセッサ２３８は、復号されたデータを基地局データシ
ンク２４６に与え、復号された制御情報を基地局コントローラ／プロセッサ２４０に与え
得る。
【００４１】
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　[0048]基地局コントローラ／プロセッサ２４０およびＵＥコントローラ／プロセッサ２
８０は、それぞれ基地局２１０およびＵＥ２５０における動作を指示し得る。ＵＥ２５０
におけるＵＥコントローラ／プロセッサ２８０および／または他のプロセッサおよびモジ
ュールはまた、たとえば、図６に示されている機能ブロック、および／または本明細書で
説明する技法のための他のプロセス（たとえば、図７に示されているフローチャート）の
実行を実施または指示し得る。いくつかの態様では、これらの機能ブロックおよび／また
はプロセスの実行の少なくとも一部分は、ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０中のブロ
ック２８１によって実施され得る。基地局メモリ２４２およびＵＥメモリ２８２は、それ
ぞれ基地局２１０およびＵＥ２５０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る
。たとえば、ＵＥメモリ２８２は、基地局２１０および／または別の基地局によって与え
られる複数接続性ワイヤレス通信のための構成情報を記憶し得る。スケジューラ２４４は
、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥ２５０をスケ
ジュールするために使用され得る。
【００４２】
　[0049]一構成では、ＵＥ２５０は、第１の接続を介して第１のアクセスポイントによっ
てサービスされる第１のセルと通信するための手段を含み得る。ＵＥ２５０はまた、第２
の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信するた
めの手段を含み得る。ＵＥ２５０は、第１の接続を介して第１のアクセスポイントによっ
てサービスされる第１のセルと通信するために半二重動作を実行すべきなのか全二重動作
を実行すべきなのかを決定するための手段をさらに含み得る。ＵＥ２５０はまた、第２の
接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信するため
に半二重動作を実行すべきなのか全二重動作を実行すべきなのかを決定するための手段を
含むことができる。一態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実
行するように構成された、ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０、ＵＥメモリ２８２、Ｕ
Ｅ受信プロセッサ２５８、ＵＥ　ＭＩＭＯ検出器２５６、ＵＥ変調器／復調器２５４、お
よびＵＥアンテナ２５２であり得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって
具陳された機能を実行するように構成されたモジュール、構成要素、または任意の装置で
あり得る。そのようなモジュール、構成要素、または装置の例は、図６に関して説明され
得る。
【００４３】
　[0050]図３は、本開示の一態様による、ＵＥにおけるキャリアおよび／または接続のア
グリゲーションを概念的に示すブロック図である。アグリゲーションは、１つまたは複数
のコンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ1～ＣＣN）を使用してｅノードＢ３０５－ａと通
信し、および／または１つまたは複数のコンポーネントキャリアＭ～Ｐ（ＣＣM～ＣＣP）
を使用して２次ｅＮＢ３０５－ｂと通信することができる、マルチモードＵＥ３１５を含
むシステム３００中で行われ得る。たとえば、ｅノードＢ３０５－ａおよび／または２次
ｅＮＢ３０５－ｂは、ＡＰ、フェムトセル、ピコセルなどを含み得る。ＵＥ３１５は、本
明細書で説明するように、（１つまたは複数のｅＮＢ２１０との）複数接続性ワイヤレス
通信および／またはキャリアアグリゲーションにおいて半／全二重動作を実行するための
通信構成要素６４０を含み得る。ＵＥ３１５は、この例では、２つ以上の無線アクセス技
術（ＲＡＴ）をサポートするマルチモードＵＥであり得る。たとえば、ＵＥ３１５は、少
なくともＷＷＡＮ無線アクセス技術（たとえば、ＬＴＥ）および／またはＷＬＡＮ無線ア
クセス技術（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ）をサポートし得る。マルチモードＵＥはまた、本明
細書で説明するように、キャリアアグリゲーションおよび／または複数接続性キャリアア
グリゲーションをサポートし得る。ＵＥ３１５は、図１、図２、図４ａ、図４ｂ、図５、
図６のＵＥのうちの１つの一例であり得る。ｅノードＢ３０５－ａおよび／または２次ｅ
ＮＢ３０５－ｂは、図１、図２、図４ａ、図４ｂ、図５、図６のｅノードＢまたは基地局
のうちの１つの一例であり得る。１つのＵＥ３１５、１つのｅノードＢ３０５－ａ、およ
び１つの２次ｅＮＢ３０５－ｂのみが図３に示されているが、システム３００が、任意の
数のＵＥ３１５、ｅノードＢ３０５－ａ、および／または２次ｅＮＢ３０５－ｂを含むこ



(17) JP 6445047 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

とができることが諒解されよう。一例では、ＵＥ３１５は、１つまたは複数のＬＴＥコン
ポーネントキャリア３３０－１～３３０－Ｎを介して１つのｅＮＢ３０５－ａと通信する
間に別の１つまたは複数のＬＴＥコンポーネントキャリア３３０－Ｍ～３３０－Ｐを介し
て別のｅＮＢ３０５－ｂと通信することができる。
【００４４】
　[0051]ｅノードＢ３０５－ａは、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～ＣＣN３３０上
の順方向（ダウンリンク）チャネル３３２－１～３３２－Ｎを介してＵＥ３１５に情報を
送信することができる。さらに、ＵＥ３１５は、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～
ＣＣN上の逆方向（アップリンク）チャネル３３４－１～３３４－Ｎを介してｅノードＢ
３０５－ａに情報を送信することができる。同様に、ｅノードＢ３０５－ｂは、ＬＴＥコ
ンポーネントキャリアＣＣM～ＣＣP３３０上の順方向（ダウンリンク）チャネル３３２－
ｍ～３３２－ｐを介してＵＥ３１５に情報を送信し得る。さらに、ＵＥ３１５は、ＬＴＥ
コンポーネントキャリアＣＣM～ＣＣP３３０上の逆方向（アップリンク）チャネル３３４
－ｍ～３３４－ｐを介してｅノードＢ３０５－ｂに情報を送信し得る。
【００４５】
　[0052]図３ならびに開示する実施形態のうちのいくつかに関連する他の図の様々なエン
ティティについて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤ
レスネットワークに関連する名称が使用される。ただし、システム３００は、限定はしな
いが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作することができることを諒
解されたい。
【００４６】
　[0053]マルチキャリア動作中、異なるＵＥ３１５に関連するダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）メッセージは、複数のコンポーネントキャリア上で搬送され得る。たとえば、ＰＤ
ＣＣＨ上のＤＣＩは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink 
shared channel）送信のためにＵＥ３１５によって使用されるように構成された同じコン
ポーネントキャリア上に含まれ得る（すなわち、同一キャリアシグナリング）。代替また
は追加として、ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のために使用されるターゲットコンポーネント
キャリアとは異なるコンポーネントキャリア上で搬送され得る（すなわち、クロスキャリ
アシグナリング）。いくつかの実装形態では、半静的に有効化され得るキャリアインジケ
ータフィールド（ＣＩＦ）は、ＰＤＳＣＨ送信のためのターゲットキャリア以外のキャリ
アからのＰＤＣＣＨ制御シグナリング（クロスキャリアシグナリング）の送信を可能にす
るために、一部または全部のＤＣＩフォーマット中に含まれ得る。
【００４７】
　[0054]本例では、ＵＥ３１５は、１つのｅノードＢ３０５－ａからデータを受信し得る
。しかしながら、セルエッジ上のユーザは、データレートを制限することがある高いセル
間干渉を経験し得る。マルチフローは、ＵＥが同時に２つのｅノードＢ３０５－ａおよび
３０５－ｂからデータを受信することを可能にする。いくつかの態様では、２つのｅノー
ドＢ３０５－ａは、コロケートされないことがあり、複数接続性キャリアアグリゲーショ
ンをサポートするように構成され得る。マルチフローは、ＵＥが同時に２つの隣接するセ
ル中の２つのセルタワーの範囲内にあるとき（以下の図５参照）、２つのまったく別個の
ストリーム中で２つのｅノードＢ３０５－ａ／３０５－ｂからのデータを送信および受信
することによって動作する。ＵＥは、デバイスがいずれかのｅノードＢの到達範囲のエッ
ジ上にあるとき、同時に２つのｅノードＢ３０５－ａおよび／または３０５－ｂと通信す
る。同時に２つの異なるｅノードＢからモバイルデバイスに２つの独立データストリーム
をスケジューリングすることによって、マルチフローは、ワイヤレス通信ネットワークに
おける不均一なローディングを活用する。これは、セルエッジユーザ経験を向上させるの
を助けるとともに、ネットワーク容量を増大させる。一例では、セルエッジにおけるユー
ザのためのスループットデータ速度が倍になり得る。いくつかの態様では、マルチフロー
はまた、ＵＥがＷＷＡＮタワー（たとえば、セルラータワー）とＷＬＡＮタワー（たとえ
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ば、ＡＰ）の両方の到達範囲内にあるとき、それらのタワーと同時に通信するＵＥの能力
を指すことがある。そのような場合、タワーは、タワーがコロケートされないとき、複数
接続を通してキャリアアグリゲーションをサポートするように構成され得る。
【００４８】
　[0055]図４ａは、本開示の一態様による、ＵＥ４１５とＰＤＮ４４０（たとえば、イン
ターネットまたはインターネットにアクセスするための１つもしくは複数の構成要素）と
の間のデータ経路４４５および４５０の一例を概念的に示すブロック図である。データ経
路４４５、４５０は、同じＲＡＴを使用することも使用しないこともある、異なるｅノー
ドＢ４０５および４０６からのデータをアグリゲートするためのワイヤレス通信システム
４００のコンテキスト内で示されている。図２のシステム２００は、ワイヤレス通信シス
テム４００の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム４００は、マルチモードＵ
Ｅ４１５、ｅノードＢ４０５、（たとえば、Ｘ２インターフェースに基づく）バックホー
ルリンク４３８を介してｅノードＢ４０５に結合され得る２次ｅノードＢ４０６、発展型
パケットコア（ＥＰＣ）４８０、ＰＤＮ４４０、およびピアエンティティ４５５を含み得
る。ＵＥ４１５は、本明細書で説明するように、（１つまたは複数の基地局との）複数接
続性ワイヤレス通信および／またはキャリアアグリゲーションにおいて半／全二重動作を
実行するための通信構成要素６４０を含み得る。マルチモードＵＥ４１５は、キャリアア
グリゲーション、複数接続性（たとえば、デュアル接続性）キャリアアグリゲーションな
どをサポートするように構成され得る。ＥＰＣ４８０は、モビリティ管理エンティティ（
ＭＭＥ：mobility management entity）４３０と、サービングゲートウェイ（ＳＧＷ）４
３２と、ＰＤＮゲートウェイ（ＰＧＷ）４３４とを含み得る。ホーム加入者システム（Ｈ
ＳＳ：home subscriber system）４３５は、ＭＭＥ４３０に通信可能に結合され得る。Ｕ
Ｅ４１５は、ＬＴＥ無線機４２０とＬＴＥ無線機４２５とを含み得る。これらの要素は、
前または後の図を参照しながら上記で説明したそれらのカウンターパートのうちの１つま
たは複数の態様を表し得る。たとえば、ＵＥ４１５は、図１、図２、図３、図５、図６に
おけるＵＥの一例であり得、ｅノードＢ４０５は、図１、図２、図３、図５、図６のｅノ
ードＢ／基地局の一例であり得、ｅＮＢ４０６は、図３の２次ｅＮＢ３０５－ｂの一例で
あり得、および／またはＥＰＣ４８０は、図１のコアネットワーク１３０の一例であり得
る。図４ａにおけるｅノードＢ４０５および／または４０６は、互いにコロケートされな
いことがあるか、またはさもなければ高速通信していないことがある。さらに、一例では
、ｅノードＢ４０５および４０６は、異なるＥＰＣ４８０と通信し得る。
【００４９】
　[0056]再び図４ａを参照すると、ｅノードＢ４０５および／または４０６は、（たとえ
ば、１つまたは複数のｅノードＢとの）１つまたは複数のＬＴＥコンポーネントキャリア
のアグリゲーションを使用して、ＵＥ４１５にＰＤＮ４４０へのアクセスを与えることが
可能であり得る。したがって、ＵＥ４１５は、デュアル接続性でのキャリアアグリゲーシ
ョンを伴い得、ここで、一方の接続は１つのネットワークエンティティ（ｅノードＢ４０
５）に対してであり、他方の接続は異なるネットワークエンティティ（ｅノードＢ４０６
）に対してである。ＵＥ４１５は、複数のノードＢとの複数接続性ワイヤレス通信、ｅノ
ードＢの複数のセルとのキャリアアグリゲーションなどを与えるために、ＥＰＣ４０８を
横断してＰＤＮ４４０にアクセスするかまたは横断せずにＰＤＮ４４０にアクセスする追
加のデータ経路４４５、４５０を介して、追加のｅノードＢ４０５および／または４０６
と通信することができることを諒解されたい。ＰＤＮ４４０へのこのアクセスを使用して
、ＵＥ４１５はピアエンティティ４５５と通信し得る。ｅノードＢ４０５および／または
４０６は、（たとえば、データ経路４４５を通して）ＥＰＣ４８０を通してＰＤＮ４４０
へのアクセスを与え得、ｅノードＢ４０６は、（たとえば、データ経路４５０を通して）
ＰＤＮ４４０への直接アクセスを与え得る。図示された例では、ＵＥ４１５は、ｅノード
Ｂ固有のベアラを介して、ＭｅノードＢとしてのｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢと
してのｅノードＢ４０６と通信することができる。一例では、ｅノードＢ４０５および４
０６は、ＥＰＣ４８０に与えるためのＵＥ４１５の通信をアグリゲートするために、Ｘ２
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接続４３８を介して互いに通信することができる。この例では、ＵＥ４１５は、ＰＤＮ４
４０にアクセスするためのデータ経路４４５および４５０を介した通信をマッピングする
ことができる、ｅノードＢ４０５および／または２次ｅノードＢ４０６とのベアラを使用
することによって、ＰＤＮ４４０にアクセスすることができる。その上、この例では、Ｍ
ｅノードＢ４０５は、ＵＥ４１５に、非アクセス層（ＮＡＳ：non-access stratum）セキ
ュリティ、ＮＡＳモビリティ機能などを含むＮＡＳ機能など、ＵＥ固有上位レイヤ機能を
与えることができる。さらに、この例では、ＳｅノードＢ４０６は、ＳＣＧのためにＰＵ
ＣＣＨを搬送し、ＳＣＧのために他のＰＣｅｌｌ同様の下位レイヤ機能を与えることがで
きる。したがって、ＵＥ４１５は、ＭｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢ４０６と独立
して通信することができ、これは、ＵＥ４１５が、ＭｅノードＢ４０５およびＳｅノード
Ｂ４０６のうちの一方または両方との半二重通信のために構成されるが、ＭｅノードＢ４
０５およびＳｅノードＢ４０６のための別個の帯域構成に基づいて一緒に考慮されるとき
、ＭｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢ４０６との全二重通信を実行していることがあ
る、状況を生じ得る。
【００５０】
　[0057]ＭＭＥ４３０は、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のシグナリングを処理する制
御ノードであり得る。ＭＭＥ４３０はベアラおよび接続管理を行い得る。ＭＭＥ４３０は
、したがって、ＵＥ４１５のためにアイドルモードＵＥトラッキングおよびページングと
、ベアラアクティブ化および非アクティブ化と、ＳＧＷ選択とを担当し得る。ＭＭＥ４３
０は、Ｓ１－ＭＭＥインターフェースを介してｅノードＢ４０５および／または４０６と
通信し得る。ＭＭＥ４３０は、ＵＥ４１５をさらに認証し、ＵＥ４１５との非アクセス層
（ＮＡＳ）シグナリングを実装し得る。
【００５１】
　[0058]ＨＳＳ４３５は、機能の中でも、加入者データを記憶し、ローミング制限を管理
し、加入者のためのアクセス可能アクセスポイント名（ＡＰＮ：access point name）を
管理し、加入者をＭＭＥ４３０に関連付け得る。ＨＳＳ４３５は、３ＧＰＰ団体によって
規格化された発展型パケットシステム（ＥＰＳ）アーキテクチャによって定義されたＳ６
ａインターフェースを介してＭＭＥ４３０と通信し得る。
【００５２】
　[0059]ＬＴＥを介して送信されるすべてのユーザＩＰパケットは、ｅノードＢ４０５お
よび／または４０６を通してＳＧＷ４３２に転送され得、ＳＧＷ４３２は、Ｓ５シグナリ
ングインターフェースを介してＰＧＷ４３４に接続され、Ｓ１１シグナリングインターフ
ェースを介してＭＭＥ４３０に接続され得る。ＳＧＷ４３２は、ユーザプレーン中に存在
し、ｅノードＢ間ハンドオーバと、異なるアクセス技術間のハンドオーバとのためのモビ
リティアンカーとして働き得る。ＰＧＷ４３４はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の
機能を与え得る。
【００５３】
　[0060]ＰＧＷ４３４は、ＳＧｉシグナリングインターフェースを介して、ＰＤＮ４４０
など、１つまたは複数の外部パケットデータネットワークへの接続性を与え得る。ＰＤＮ
４４０は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ
：IP Multimedia Subsystem）、パケット交換（ＰＳ：Packet-Switched）ストリーミング
サービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）、および／または他のタイプのＰＤＮを含み
得る。
【００５４】
　[0061]本例では、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のユーザプレーンデータは、トラフ
ィックがＬＴＥリンクのデータ経路４４５を介して流れるのか、データ経路４５０を介し
て流れるのかにかかわらず、１つまたは複数のＥＰＳベアラの同じセットを横断し得る。
１つまたは複数のＥＰＳベアラのセットに関係するシグナリングまたは制御プレーンデー
タは、ｅノードＢ４０５および／または４０６を経由して、ＵＥ４１５のＬＴＥ無線機４
２０とＥＰＣ４８０のＭＭＥ４３０との間で送信され得る。
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【００５５】
　[0062]図４ａの態様についてＬＴＥに関して説明したが、アグリゲーションおよび／ま
たは複数接続に関する同様の態様はまた、ＵＭＴＳあるいは他の同様のシステムまたはネ
ットワークワイヤレス通信無線技術に関して実装され得る。
【００５６】
　[0063]図４ｂは、本開示の一態様による、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のデータ経
路４４６および４５１の一例を概念的に示すブロック図である。データ経路４４６、４５
１は、複数のｅノードＢ４０５、４０６のリソースを使用して送信するためのスプリット
ベアラのデータをアグリゲートするためのワイヤレス通信システム４０１のコンテキスト
内で示されている。これは、たとえば、ｅノードＢ４０５を横断するデータ経路４４５お
よび／またはｅノードＢ４０６を横断するデータ経路４５０を有する、図４ａに示されて
いるベアラ構成に対する代替ベアラ構成であり得る。図２のシステム２００は、ワイヤレ
ス通信システム４０１の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム４０１は、ＵＥ
４１５と、ｅノードＢ４０５と、ｅノードＢ４０６と、発展型パケットコア（ＥＰＣ）４
８０と、ＰＤＮ４４０と、ピアエンティティ４５５とを含み得る。ＵＥ４１５は、本明細
書で説明するように、（１つまたは複数の基地局との）複数接続性ワイヤレス通信および
／またはキャリアアグリゲーションにおいて半／全二重動作を実行するための通信構成要
素６４０を含み得る。ＵＥ４１５は、キャリアアグリゲーション、複数接続性（たとえば
、デュアル接続性）キャリアアグリゲーションなどをサポートするように構成され得る。
ＵＥ４１５は、ＷＬＡＮ　ＡＰ（説明を簡単にするために図示せず）とともに、ｅノード
Ｂ４０５および／または４０６と通信することができるマルチモードＵＥであり得ること
を諒解されたい。ＥＰＣ４８０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）４３０と、サ
ービングゲートウェイ（ＳＧＷ）４３２と、ＰＤＮゲートウェイ（ＰＧＷ）４３４とを含
み得る。ホーム加入者システム（ＨＳＳ）４３５は、ＭＭＥ４３０に通信可能に結合され
得る。ＵＥ４１５はＬＴＥ無線機４２０を含み得るが、ＬＴＥ無線機４２０が１つまたは
複数の無線機（たとえば、図４ａにおけるＬＴＥ無線機４２０、４２５）を備えることが
できることを諒解されたい。これらの要素は、前または後の図を参照しながら上記で説明
したそれらのカウンターパートのうちの１つまたは複数の態様を表し得る。たとえば、Ｕ
Ｅ４１５は、図１、図２、図３、図５、図６におけるＵＥの一例であり得、ｅノードＢ４
０５、４０６は、図１、図２、図３、図５、図６のｅノードＢ／基地局の一例であり得、
および／またはＥＰＣ４８０は、図１のコアネットワーク１３０の一例であり得る。図４
ｂにおけるｅノードＢ４０５、４０６は、コロケートされることもコロケートされないこ
ともある。
【００５７】
　[0064]再び図４ｂを参照すると、ｅノードＢ４０５、４０６は、説明したように、１つ
または複数のＬＴＥコンポーネントキャリアに関係し得る、別個のアップリンクリソース
許可を介してＰＤＮ４４０へのアクセスをＵＥ４１５に与えることが可能であり得る。し
たがって、ＵＥ４１５は、デュアル接続性でのキャリアアグリゲーションを伴い得、ここ
で、一方の接続は１つのネットワークエンティティ（ｅノードＢ４０５）に対してであり
、他方の接続は異なるネットワークエンティティ（ｅノードＢ４０６）に対してである。
ＰＤＮ４４０へのこのアクセスを使用して、ＵＥ４１５はピアエンティティ４５５と通信
し得る。ＵＥ４１５は、ＥＰＣ４８０を通してＰＤＮ４４０にアクセスするために、ｅノ
ードＢ４０５およびｅノードＢ４０６との接続を使用するスプリットベアラを確立するこ
とができる。図示された例では、スプリットベアラは、ＭｅノードＢとしてのｅノードＢ
４０５およびＳｅノードＢとしてのｅノードＢ４０６と協調して与えられる。したがって
、たとえば、ｅノードＢ４０５および４０６は、ＥＰＣ４８０に与えるためのＵＥ４１５
の通信をアグリゲートするために、Ｘ２インターフェース４３８を介して互いに通信する
ことができる。たとえば、ＭｅノードＢ４０５は、ＭｅノードＢ４０５における共通パケ
ットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおいて通信をアグリゲート
することができる。たとえば、ＵＥ４１５とＭｅノードＢ４０５との間の（１つまたは複
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数の）キャリアは、ＵＥ４１５とＳｅノードＢ４０６）との間の（１つまたは複数の）キ
ャリアからの独立した物理（ＰＨＹ）、ＭＡＣ、ＲＬＣなどのレイヤを有することができ
、ＭｅノードＢ４０５は、共通ＰＤＣＰレイヤにおいて様々なキャリアからの独立したＰ
ＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣなどのレイヤを介して受信される通信をアグリゲートすることがで
きる。
【００５８】
　[0065]この例では、ＵＥ４１５は、ＰＤＮ４４０にアクセスするためのデータ経路４４
６および４５１を介した通信をマッピングすることができる、スプリットベアラを使用す
ることによって、ＰＤＮ４４０にアクセスすることができる。その上、この例では、Ｍｅ
ノードＢ４０５は、ＵＥ４１５に、非アクセス層（ＮＡＳ）セキュリティ、ＮＡＳモビリ
ティ機能などを含むＮＡＳ機能など、ＵＥ固有上位レイヤ機能を与えることができる。さ
らに、この例では、ＳｅノードＢ４０６は、ＳＣＧのためにＰＵＣＣＨを搬送し、ＳＣＧ
のために他のＰＣｅｌｌ同様の下位レイヤ機能を与えることができる。したがって、ＵＥ
４１５は、ＭｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢ４０６と独立して通信することができ
、これは、ＵＥ４１５が、ＭｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢ４０６のうちの一方ま
たは両方との半二重通信のために構成されるが、ＭｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢ
４０６のための別個の帯域構成に基づいて一緒に考慮されるとき、ＭｅノードＢ４０５お
よびＳｅノードＢ４０６との全二重通信を実行していることがある、状況を生じ得る。
【００５９】
　[0066]ＭＭＥ４３０は、説明したように、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のシグナリ
ングを処理する制御ノードであり得る。ＭＭＥ４３０は、スプリットベアラの接続性を確
立し、管理するためのベアラおよび接続管理を行い得る。ＭＭＥ４３０は、したがって、
ＵＥ４１５のためにアイドルモードＵＥトラッキングおよびページングと、ベアラアクテ
ィブ化および非アクティブ化と、ＳＧＷ選択とを担当し得る。ＭＭＥ４３０は、Ｓ１－Ｍ
ＭＥインターフェースを介してｅノードＢ４０５および４０６と通信し得る。ＭＭＥ４３
０は、説明したように、ＵＥ４１５をさらに認証し、ＵＥ４１５との非アクセス層（ＮＡ
Ｓ）シグナリングを実装し得る。
【００６０】
　[0067]ＬＴＥを介して送信されるすべてのユーザＩＰパケットは、ｅノードＢ４０５ま
たはｅノードＢ４０６を通してＳＧＷ４３２に転送され得、ＳＧＷ４３２は、Ｓ５シグナ
リングインターフェースを介してＰＤＮゲートウェイ４３４に接続され、Ｓ１１シグナリ
ングインターフェースを介してＭＭＥ４３０に接続され得る。一例では、図示のように、
ＭＭＥ４３０は、データ経路４４６および４５１を介して受信されたデータが同じスプリ
ットベアラに関連することに基づいて、そのデータをアグリゲートすることができ、アグ
リゲートされたデータをさらなる処理のためにＳＧＷ４３２上に与えることができる。
【００６１】
　[0068]したがって、本例では、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のユーザプレーンデー
タは、ｅノードＢ４０５および４０６のうちの１つまたは複数によって許可されたリソー
スを介して、ＥＰＳベアラであり得るスプリットベアラを横断し得る。１つまたは複数の
ＥＰＳベアラのセットに関係するシグナリングまたは制御プレーンデータは、ｅノードＢ
４０５またはｅノードＢ４０６を経由して、ＵＥ４１５のＬＴＥ無線機４２０とＥＰＣ４
８０のＭＭＥ４３０との間で送信され得、ｅノードＢ固有制御プレーンデータまたはベア
ラ関係制御プレーンデータを含み得る。
【００６２】
　[0069]図４ｂの態様についてＬＴＥに関して説明したが、アグリゲーションおよび／ま
たは複数接続に関する同様の態様はまた、ＵＭＴＳあるいは他の同様のシステムまたはネ
ットワークワイヤレス通信無線技術に関して実装され得る。
【００６３】
　[0070]図５は、本開示の一態様による、複数接続性キャリアアグリゲーションを概念的
に示す図である。ワイヤレス通信システム５００が、ＵＥ５１５をサービスするように構
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成され得る、マスタセルグループまたはＭＣＧと呼ばれるセルのセットまたはグループを
有するマスタｅノードＢ５０５－ａ（ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）を含み得る。ＭＣＧ
は、１つの１次セル（ＰＣｅｌｌMCG）５１０－ａと、１つまたは複数の２次セル５１０
－ｂ（１つのみが示されている）とを含み得る。ワイヤレス通信システム５００はまた、
ＵＥ５１５をサービスするように構成され得る、２次セルグループまたはＳＣＧと呼ばれ
るセルのセットまたはグループを有する２次ｅノードＢ５０５－ｂ（ＳｅノードＢまたは
ＳｅＮＢ）を含み得る。ＳＣＧは、１つの１次セル（ＰＣｅｌｌSCG）５１２－ａと、１
つまたは複数の２次セル５１２－ｂ（１つのみが示されている）とを含み得る。また、複
数接続性ワイヤレス通信（たとえば、デュアル接続性）のためにキャリアアグリゲーショ
ンをサポートするＵＥ５１５が示されている。ＵＥ５１５は、通信リンク５２５－ａを介
してＭｅノードＢ５０５－ａ、または関係するＰＣｅｌｌMCGと通信し、通信リンク５２
５－ｂを介してＳｅノードＢ５０５－ｂ、または関係するＰＣｅｌｌSCGと通信し得る。
さらに、ＵＥ５１５は、本明細書で説明するように、（１つまたは複数の基地局との）複
数接続性ワイヤレス通信および／またはキャリアアグリゲーションにおいて半／全二重動
作を実行するための通信構成要素６４０を含み得る。
【００６４】
　[0071]一例では、ＵＥ５１５は、同じｅノードＢからのコンポーネントキャリアをアグ
リゲートし得るか、あるいはコロケートされたまたはコロケートされないｅノードＢから
のコンポーネントキャリアをアグリゲートし得る。そのような例では、使用されている様
々なセル（たとえば、異なるコンポーネントキャリア（ＣＣ））は、それらが、同じｅノ
ードＢによって扱われるか、または制御情報を通信することができるｅノードＢによって
扱われるかのいずれかであるので、容易に協調させられ得る。ＵＥ５１５が、図５の例の
場合のように、コロケートされない２つのｅノードＢと通信しているときにキャリアアグ
リゲーションを実行するとき、キャリアアグリゲーション動作は、様々なネットワーク状
態により異なり得る。この場合、２次ｅノードＢ５０５－ｂにおいて１次セル（ＰＣｅｌ
ｌSCG）を確立することは、２次ｅノードＢ５０５－ｂが１次ｅノードＢ５０５－ａとコ
ロケートされなくても、ＵＥ５１５において行われるべき適切な構成および制御を可能に
し得る。
【００６５】
　[0072]図５の例では、キャリアアグリゲーションは、ＭｅノードＢ５０５－ａのＰＣｅ
ｌｌMCGによるいくつかの機能を伴い得る。たとえば、ＰＣｅｌｌMCGは、いくつかの例を
挙げれば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、競合ベースランダムアクセス
制御チャネル（ＲＡＣＨ）、および半永続的スケジューリングなど、いくつかの機能を扱
い得る。コロケートされないｅノードＢへのデュアル接続性ワイヤレス通信または複数接
続性ワイヤレス通信を用いたキャリアアグリゲーションは、キャリアアグリゲーションが
他の方法で実行される様式に対していくつかの拡張および／または変更を行わなければな
らないことを伴い得る。拡張および／または変更のうちのいくつかは、上記で説明したよ
うに、ＵＥ５１５がＭｅノードＢ５０５－ａとＳｅノードＢ５０５－ｂとに接続されるこ
とを伴い得る。他の特徴は、たとえば、タイマー調整グループ（ＴＡＧ）にｅノードＢの
うちの１つのセルを備えさせること、ＳｅノードＢ５０５－ｂ上で競合ベースおよび競合
なしランダムアクセス（ＲＡを）可能にすること、ＭｅノードＢ５０５－ａのためのおよ
びＳｅノードＢ５０５－ｂに対する別個の間欠受信（ＤＲＸ）プロシージャ、ＵＥ５１５
に、バッファステータス報告（ＢＳＲ）を１つまたは複数のベアラ（たとえば、ｅノード
Ｂ固有ベアラまたはスプリットベアラ）がサービスされるｅノードＢに送らせること、な
らびに２次ｅノードＢ５０５－ｂ中のＰＣｅｌｌSCGに関して電力ヘッドルーム報告（Ｐ
ＨＲ）、電力制御、半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）、および論理チャネル優先度付
けのうちの１つまたは複数を可能にすることを含み得る。上記で説明した拡張および／ま
たは変更、および本開示で与えられる他のものは、限定ではなく例示のためであることが
意図される。
【００６６】
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　[0073]デュアル接続性におけるキャリアアグリゲーションのために、異なる機能はＭｅ
ノードＢ５０５－ａとＳｅノードＢ５０５－ｂとの間で分割され得る。たとえば、異なる
機能は、ＭｅノードＢ５０５－ａとＳｅノードＢ５０５－ｂとの間で静的に分割されるか
、または１つまたは複数のネットワークパラメータに基づいてＭｅノードＢ５０５－ａと
ＳｅノードＢ５０５－ｂとの間で動的に分割され得る。一例では、ＭｅノードＢ５０５－
ａは、ＰＣｅｌｌMCGを介して、限定はしないが、初期構成、セキュリティ、システム情
報、および／または無線リンク障害（ＲＬＦ）に関する機能など、（たとえば、メディア
アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤの上の）上位レイヤ機能を実行し得る。図５の例において
説明するように、ＰＣｅｌｌMCGは、ＭＣＧに属するＭｅノードＢ５０５－ａのセルのう
ちの１つとして構成され得る。ＰＣｅｌｌMCGは、ＭＣＧ内の下位レイヤ機能（たとえば
、ＭＡＣ／ＰＨＹレイヤ）を与えるように構成され得る。
【００６７】
　[0074]一例では、ＳｅノードＢ５０５－ｂは、ＳＣＧのための下位レイヤ機能（たとえ
ば、ＭＡＣ／ＰＨＹレイヤ）の構成情報を与え得る。構成情報は、たとえば、１つまたは
複数の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージとしてＰＣｅｌｌSCGによって与えられ得
る。ＰＣｅｌｌSCGは、ＳＣＧ中のセルの間で最低セルインデックス（たとえば、識別子
またはＩＤ）を有するように構成され得る。たとえば、ＰＣｅｌｌSCGを介してＳｅノー
ドＢ５０５－ｂによって実行される機能のうちのいくつかは、ＰＵＣＣＨを搬送すること
、ＰＣｅｌｌSCGのＤＲＸ構成に従うようにＳＣＧ中のセルを構成すること、Ｓｅノード
Ｂ５０５－ｂ上の競合ベースおよび競合なしランダムアクセスのためのリソースを構成す
ること、ＰＵＣＣＨのための送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを有するダウンリンク（Ｄ
Ｌ）許可を搬送すること、ＳＣＧ中の他のセルのためのＰＣｅｌｌSCGに基づいて経路損
失を推定すること、ＳＣＧに共通探索空間を与えること、ならびにＵＥ５１５にＳＰＳ構
成情報を与えることを含み得る。
【００６８】
　[0075]いくつかの態様では、ＰＣｅｌｌMCGは、たとえば、セキュリティ、ネットワー
クへの接続、初期接続、および／または無線リンク障害などの上位レベル機能をＵＥ５１
５に与えるように構成され得る。ＰＣｅｌｌMCGは、ＭＣＧ中のセルのための物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を搬送すること、ＭＣＧの間で最低セルインデックス
を含むこと、ＭＣＧセルが同じ間欠受信（ＤＲＸ）構成を有することを可能にすること、
ＭｅノードＢ５０５－ａ上で競合ベースランダムアクセスと競合なしランダムアクセスの
一方または両方のためのランダムアクセスリソースを構成すること、ダウンリンク許可が
ＰＵＣＣＨのための送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを搬送することを可能にすること、
ＭＣＧ中のセルのための経路損失推定を可能にすること、ＭｅノードＢ５０５－ａのため
の共通探索空間を構成すること、および／あるいは半永続的スケジューリングを構成する
ことを行うように構成され得る。
【００６９】
　[0076]いくつかの態様では、ＰＣｅｌｌSCGは、ＳＣＧ中のセルのためのＰＵＣＣＨを
搬送すること、ＳＣＧの間で最低セルインデックスを含むこと、ＳＣＧセルが同じＤＲＸ
構成を有することを可能にすること、ＳｅノードＢ５０５－ｂ上で競合ベースランダムア
クセスと競合なしランダムアクセスの一方または両方のためのランダムアクセスリソース
を構成すること、ダウンリンク許可がＰＵＣＣＨのためのＴＰＣコマンドを搬送すること
を可能にすること、ＳＣＧ中のセルのための経路損失推定を可能にすること、Ｓｅノード
Ｂ５０５－ｂのための共通探索空間を構成すること、および／あるいは半永続的スケジュ
ーリングを構成することを行うように構成され得る。
【００７０】
　[0077]図５の例に戻ると、ＵＥ５１５は、ＭｅノードＢ５０５－ａおよびＳｅノードＢ
５０５－ｂのための並列ＰＵＣＣＨおよび物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
構成をサポートし得る。場合によっては、ＵＥ５１５は、両方のキャリアグループに適用
可能であり得る（たとえば、ＵＥ５１５ベースの）構成を使用し得る。これらのＰＵＣＣ
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Ｈ／ＰＵＳＣＨ構成は、たとえば、ＲＲＣメッセージを通して与えられ得る。
【００７１】
　[0078]ＵＥ５１５はまた、ＭｅノードＢ５０５－ａおよびＳｅノードＢ５０５－ｂにつ
いて、肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）およびチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）の同時送信のための、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫ／サウンディング基準信号（ＳＲＳ
）のための並列構成をサポートし得る。場合によっては、ＵＥ５１５は、両方のキャリア
グループに適用可能であり得る（たとえば、ＵＥベースおよび／またはＭＣＧもしくはＳ
ＣＧベースの）構成を使用し得る。これらの構成は、たとえば、ＲＲＣメッセージを通し
て与えられ得る。
【００７２】
　[0079]図６は、本開示の一態様に従って構成されたＵＥ６１５および構成要素の一例を
概念的に示すブロック図６００である。本明細書において図６と併せて説明する図７に、
本開示の態様による例示的な方法７００を示す。図７において以下で説明する動作は、特
定の順序でおよび／または例示的な構成要素によって実行されるものとして提示されるが
、アクションの順序およびアクションを実行する構成要素は、実装形態に応じて変更され
得ることを理解されたい。その上、以下のアクションまたは機能は、特別にプログラムさ
れたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウェアまたはコンピュータ可読媒体を実
行するプロセッサによって、あるいは説明するアクションまたは機能を実施することが可
能なハードウェア構成要素および／またはソフトウェア構成要素の任意の他の組合せによ
って実施され得ることを理解されたい。
【００７３】
　[0080]図６を参照すると、図６００の基地局／ｅノードＢ６０５－ａ（ＰＣｅｌｌMCG

をもつＭｅノードＢ）、基地局／ｅノードＢ６０５－ｂ（ＰＣｅｌｌSCGをもつＳｅノー
ドＢ）、およびＵＥ６１５は、様々な図に記載されている基地局／ｅノードＢ（またはＡ
Ｐ）およびＵＥのうちの１つであり得る。ＭｅノードＢ６０５－ａ、またはそれに関係す
るＰＣｅｌｌMCG、およびＵＥ６１５は、通信リンク６２５－ａを介して通信し得る。Ｓ
ｅノードＢ６０５－ｂ、またはそれに関係するＰＣｅｌｌSCG、およびＵＥ６１５は、通
信リンク６２５－ｂを介して通信し得る。通信リンク６２５－ａ、６２５－ｂの各々は、
図１の通信リンク１２５の一例であり得、および／または１つまたは複数のコンポーネン
トキャリア（たとえば、図３におけるＬＴＥコンポーネントキャリア３３０－１～３３０
－Ｎ、３３０－Ｍ～３３０－Ｐなど）を含み得る。さらに、たとえば、ＵＥ６１５は、（
たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａからの）通信リンク６２５－ａのためのＣＡ帯域構成
と、（たとえば、ＳｅノードＢ６０５－ｂからの）通信リンク６２５－ｂのための別のＣ
Ａ帯域構成とを受信することができる。
【００７４】
　[0081]この点について、ＵＥ６１５は、受信されたＣＡ帯域構成に従って、それぞれ、
ＵＥ６１５とＭｅノードＢ６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂとの間の通信リンク
６２５－ａ、６２５－ｂを介して通信を管理するための通信構成要素６４０を含み得る。
たとえば、ＣＡ帯域構成は、関係するｅノードＢおよび／またはＭＣＧ、ＳＣＧなどにつ
いて、各通信リンク６２５－ａ、６２５－ｂのために構成された１つまたは複数のキャリ
アの各々のための帯域、（たとえば、１つまたは複数のチャネルなどを使用して）ＵＥ６
１５がそれを介して通信することができる帯域の各々を介したリソース、（たとえば、時
分割複信（ＴＤＤ）通信のための）サブフレーム構成、サブフレーム方向、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）の処理、ＰＨＩＣＨ利用可能性の処理などを指定することができる。一例
では、通信構成要素６４０は、ＣＡ帯域構成がそれから生成され得る、ＭｅノードＢ６０
５－ａおよび／またはＳｅノードＢ６０５－ｂに対するＵＥ６１５の１つまたは複数の能
力を示すことができる。たとえば、ＵＥ６１５の１つまたは複数の能力は、ＵＥ６１５が
半二重および／または全二重、送信電力能力などを使用して通信することができるかどう
かに関することができる。
【００７５】
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　[0082]図７を参照すると、方法７００は、ブロック７１０において、第１の接続を介し
て第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信することを含む。た
とえば、ＵＥ６１５（図６）は、第１の接続（たとえば、通信リンク６２５－ａおよび／
またはそれに関連する１つまたは複数のコンポーネントキャリア）を介して第１のアクセ
スポイント（たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａ（および／または他のｅノードＢ））に
よってサービスされる第１のセル（たとえば、ＭＣＧ）と通信するための通信構成要素６
４０を含むことができる。一例では、通信構成要素６４０は、全二重動作を実行すべきな
のか半二重動作を実行すべきなのかを示す全／半二重構成情報、どのコンポーネントキャ
リアを介してＵＥ６１５がＭｅノードＢ６０５－ａと通信することができるか、ＵＥ６１
５がＭｅノードＢ６０５－ａとの間で通信をその間に受信または送信すると予想すること
ができるのはどのサブフレームかなどを示すＣＡ帯域構成、および／あるいは上記で説明
した追加の構成情報など、通信リンク６２５－ａのための第１の構成情報を受信し得るＭ
ｅノードＢ接続構成構成要素６５０を含み得る。通信構成要素６４０は、第１の構成情報
に従って通信リンク６２５－ａを介してＭｅノードＢ６０５－ａまたは関係するＰＣｅｌ
ｌMCGと通信することができる。これは、通信構成要素６４０が、ＣＡ帯域構成に基づい
て、（たとえば、ＣＡ帯域構成などを考慮した）ＵＥ６１５の１つまたは複数の能力に基
づいてなど、ＭｅノードＢ６０５－ａと通信することを含むことができる。
【００７６】
　[0083]方法７００は、ブロック７１２において、第２の接続を介して第２のアクセスポ
イントによってサービスされる第２のセルと通信することをも含む。これは、第１のセル
および第２のセルと通信することによって、複数接続性ワイヤレス通信を可能にすること
ができる。たとえば、通信構成要素６４０は、第２の接続（たとえば、通信リンク６２５
－ｂおよび／またはそれに関連する１つまたは複数のコンポーネントキャリア）を介して
第２のアクセスポイント（たとえば、ＳｅノードＢ６０５－ｂおよび／または他のｅノー
ドＢ）によってサービスされる第２のセル（たとえば、ＳＣＧ）と通信することができる
。一例では、通信構成要素６４０は、上記で説明したように、全二重動作を実行すべきな
のか半二重動作を実行すべきなのかを示す半／全二重構成情報、どのコンポーネントキャ
リアを介してＵＥ６１５がＳｅノードＢ６０５－ｂと通信することができるか、ＵＥ６１
５がＳｅノードＢ６０５－ｂとの間で通信をその間に受信または送信すると予想すること
ができるのはどのサブフレームかなどを示すＣＡ帯域構成、および／あるいは追加の構成
情報など、通信リンク６２５－ｂのための第２の構成情報を受信し得るＳｅノードＢ接続
構成構成要素６５５を含み得る。通信構成要素６４０は、第２の構成情報に従って通信リ
ンク６２５－ｂを介してＳｅノードＢ６０５－ｂまたは関係するＰＣｅｌｌSCGと通信す
ることができる。これは、上記で説明したように、通信構成要素６４０が、ＣＡ帯域構成
に基づいて、ＵＥ６１５の１つまたは複数の能力に基づいてなど、ＭｅノードＢ６０５－
ａと通信することを含むことができる。
【００７７】
　[0084]方法７００は、ブロック７１４において、第１の接続を介して第１のアクセスポ
イントによってサービスされる第１のセルと通信するために半二重動作を実行すべきなの
か全二重動作を実行すべきなのかを決定することをさらに含む。ＵＥ６１５は、第１の接
続（たとえば、通信リンク６２５－ａおよび／またはそれに関連する１つまたは複数のコ
ンポーネントキャリア）を介して第１のアクセスポイント（たとえば、ＭｅノードＢ６０
５－ａ）によってサービスされる第１のセル（たとえば、ＭＣＧ）と通信するために半二
重動作を実行すべきなのか全二重動作を実行すべきなのかを決定することができる、半／
全二重動作構成要素６６０をさらに含むことができ、これは、受信された半／全二重構成
情報、ＭｅノードＢ６０５－ａおよび／またはＳｅノードＢ６０５－ｂから受信されたＣ
Ａ帯域構成、１つまたは複数のＵＥ６１５能力などに少なくとも部分的に基づき得る。た
とえば、半／全二重動作構成要素６６０は、それぞれ、第１の構成情報および第２の構成
情報に基づいて通信リンク６２５－ａおよび／または６２５－ｂを介して半二重動作を実
行すべきなのか全二重動作を実行すべきなのかを決定することができる。
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【００７８】
　[0085]方法７００は、ブロック７１６において、第２の接続を介して第２のアクセスポ
イントによってサービスされる第２のセルと通信するために半二重動作を実行すべきなの
か全二重動作を実行すべきなのかを決定することをさらに含む。したがって、半／全二重
動作構成要素６６０は、第２の接続（たとえば、通信リンク６２５－ｂまたはそれに関連
する１つまたは複数のコンポーネントキャリア）を介して第２のアクセスポイント（たと
えば、ＳｅノードＢ６０５－ｂ）によってサービスされる第２のセル（たとえば、ＳＣＧ
）と通信するために半二重動作を実行すべきなのか全二重動作を実行すべきなのかをも決
定することができ、これは、ＭｅノードＢ６０５－ａおよび／またはＳｅノードＢ６０５
－ｂから受信されたＣＡ帯域構成、１つまたは複数のＵＥ６１５能力などに少なくとも部
分的に基づき得る。この点について、通信構成要素６４０は、それぞれの半／全二重構成
情報、ＣＡ帯域構成、ＵＥ６１５能力などに応じて半二重動作または全二重動作を実行す
ることによって、デュアル接続性において通信リンク６２５－ａおよび／または通信リン
ク６２５－ｂを介して通信することができる。
【００７９】
　[0086]その上、方法７００は、ブロック７１８において、半二重動作または全二重動作
を使用して第１のセルと通信することと、半二重動作または全二重動作を使用して第２の
セルと通信することとを場合によっては含み得る。通信構成要素６４０は、半二重動作ま
たは全二重動作を使用して第１のセル（たとえば、ＭＣＧ）と通信することができ、これ
は、半／全二重動作構成要素６６０が、第１のセルとの半二重動作を実行すべきなのか全
二重動作を実行すべきなのかを決定することに基づき得る。さらに、たとえば、通信構成
要素６４０は、半二重動作または全二重動作を使用して第２のセル（たとえば、ＳＣＧ）
と通信することができ、これは、半／全二重動作構成要素６６０が、第２のセルとの半二
重動作を実行すべきなのか全二重動作を実行すべきなのかを決定することに基づき得る。
たとえば、半二重動作を使用して通信することは、（たとえば、ＴＤＤにおける）サブフ
レーム構成に基づいて、またはＣＡ帯域構成、ＵＥ６１５能力などに対応する他の情報に
基づいて、ＭｅノードＢ６０５－ａまたはＳｅノードＢ６０５－ｂに通信を送信すること
、あるいはＭｅノードＢ６０５－ａまたはＳｅノードＢ６０５－ｂから通信を受信するこ
とを含み得る。
【００８０】
　[0087]一例では、ブロック７１８において第１のセルおよび第２のセルと通信すること
は、ブロック７２０において、全二重動作において通信を受信するために第１の接続を介
して第１のセルまたは第２の接続を介して第２のセルのうちの一方と通信することと、全
二重動作において通信を送信するために第１の接続を介して第１のセルおよび第２の接続
を介して第２のセルのうちの他方と通信することとを場合によっては含み得る。半／全二
重動作構成要素６６０は、全二重動作において通信を受信するために第１の接続（たとえ
ば、通信リンク６２５－ａ）を介して第１のセル（たとえば、ＭＣＧ）または第２の接続
（たとえば、通信リンク６２５－ｂ）を介して第２のセル（たとえば、ＳＣＧ）と通信す
ることができ、全二重動作において通信を送信するために第１の接続を介して第１のセル
または第２の接続を介して第２のセルのうちの他方と通信する複数接続採用構成要素６６
２を場合によっては含み得る。したがって、たとえば、構成（たとえば、通信リンク６２
５－ａ、６２５－ｂのためのＣＡ帯域構成、ＵＥ６１５能力など）がＭｅノードＢ６０５
－ａまたはＳｅノードＢ６０５－ｂとの半二重動作を可能にする場合、随意の複数接続採
用構成要素６６２は、複数接続性ワイヤレス通信において全二重動作を実行するために、
通信リンク６２５－ａと通信リンク６２５－ｂの両方を利用することができる。特に、た
とえば、複数接続採用構成要素６６２は、（たとえば、所与の時間間隔中などで）通信リ
ンク６２５－ａまたは通信リンク６２５－ｂのうちの一方を介して通信を送信しながら、
通信リンク６２５－ａまたは通信リンク６２５－ｂのうちの他方を介して通信を受信する
ように通信構成要素６４０に命令することができる。全二重動作は、ＵＥ６１５の上位レ
イヤ（たとえば、ＵＥ６１５のベアラによって指定されたサービス品質を与えることが望
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まれる、ＵＥ６１５上で実行しているアプリケーションなど）から要求され得、複数接続
採用構成要素６６２は、したがって、要求を満たすために全二重動作を与えるために、複
数の通信リンク６２５－ａ、６２５－ｂを利用することができることを諒解されたい。別
の例では、半／全二重動作構成要素６６０は、複数接続採用構成要素６６２が、（たとえ
ば、ＣＡ帯域構成、帯域に関係するリソース構成などに基づいて）複数接続を使用するこ
とが可能であると決定することに基づいて、全二重動作を実行するために、複数の通信リ
ンク６２５－ａ、６２５－ｂを利用することができる。
【００８１】
　[0088]別の例では、セルのうちの１つとの半二重動作を実行すべきなのか全二重動作を
実行すべきなのかを決定することは、セルと通信するための送信電力に基づき得る。たと
えば、ＵＥ６１５の送信電力が十分に低い場合、全二重動作を可能にするために専用無線
周波数（ＲＦ）フィルタが必要とされないことがあり、したがって、送信電力がしきい値
よりも小さいいずれの場合も全二重動作が可能にされ得る。したがって、一例では、ブロ
ック７１６において第２のセルとの半二重動作を実行すべきなのか全二重動作を実行すべ
きなのかを決定することは、ブロック７２２において、全二重動作のための送信電力がし
きい値よりも小さいかどうかを決定することを場合によっては含み得る。たとえば、半／
全二重動作構成要素６６０は、通信リンク６２５－ｂを介してＳｅノードＢ６０５－ｂと
通信するための送信電力を決定することができる送信電力決定構成要素６６４と、全二重
動作のための送信電力がしきい値よりも小さいかどうかを決定することができる半／全二
重動作構成要素６６０とを場合によっては含み得る。この場合、半／全二重動作構成要素
６６０は、電力がしきい値よりも小さいとき、通信リンク６２５－ｂを介して全二重動作
を実行すると決定することができる。一例では、送信電力決定構成要素６６４は、Ｓｅノ
ードＢ６０５－ｂの電力クラスに基づいて（たとえば、ＳｅノードＢ６０５－ｂがスモー
ルセルであると決定することに基づいて）、ＳｅノードＢ６０５－ｂによってＵＥ６１５
のために構成された送信電力に基づいて、無線状態またはＳｅノードＢ６０５－ｂへの検
出された近接度に基づいてなど、送信電力を決定することができる。たとえば、Ｓｅノー
ドＢ６０５－ｂがスモールセルである場合、ＵＥ６１５は、送信電力が低い限り、通信リ
ンク６２５－ｂを介して全二重動作を可能にするために専用ＲＦフィルタが必要とされな
いように、送信信号をしきい値を下回るように抑圧することができる。一例では、しきい
値は、１０デシベルであり得る。したがって、スモールセルは、低電力において送信を受
信することができる。この点について、通信リンク６２５－ａを介してＭｅノードＢ６０
５－ａとの半二重が構成される場合、半／全二重動作構成要素６６０は、ＵＥ６１５のた
めの送信電力がしきい値電力よりも小さいと決定することに基づいて、通信リンク６２５
－ｂを介してＳｅノードＢ６０５－ｂとの全二重動作を構成することができる。しきい値
および／またはしきい値に基づく全二重構成は、通信構成要素６４０が構成を受信し、さ
らに構成に基づいて全二重動作を実行すると決定することができるように、ＭｅノードＢ
６０５－ａおよび／またはＳｅノードＢ６０５－ｂによって構成され得ることを諒解され
たい。
【００８２】
　[0089]非デュアル接続性シナリオでは、ＳｅノードＢ６０５－ｂは、ＵＥ６１５が通信
リンク６２５－ｂを介してそれと通信する第２のセル（たとえば、ＳＣｅｌｌ）を与える
ように、ＭｅノードＢ６０５－ａと同じであるかまたはそれの一部であり得ることを諒解
されたい。たとえば、（たとえば、ＣＡ帯域を介して第１のセルおよび第２のセル中と通
信するために受信されるＣＡ帯域構成に基づいて）ＰＵＣＣＨ通信をも可能にすることに
よって第２のセルがＣＡのためにサポートされる場合、全二重動作または半二重動作は、
ＭｅノードＢ６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂによって与えられるセルに関して
上記で説明したように、第１のセルおよび第２のセルの各々のために個々に構成された１
つまたは複数のキャリアまたはキャリアのグループ上で決定され得る。全二重動作または
半二重動作を実行することは、第１のセルおよび第２のセルのために受信されるＣＡ帯域
構成、ＵＥ６１５能力などに基づき得る。その上、この例では、複数接続採用構成要素６
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６２は、説明したように、グループの各々（または少なくとも１つまたは複数）が半二重
動作をサポートする全二重動作を実行するために、キャリアの複数のグループを活用する
ことができる。
【００８３】
　[0090]図８は、本開示の一態様に従って構成された処理システム８１４を採用する装置
８００のための例示的なハードウェア実装形態を概念的に示すブロック図である。処理シ
ステム８１４は、通信構成要素８４０を含む。一例では、装置８００は、様々な図におい
て説明するＵＥのうちの１つと同じまたは同様であり得るか、あるいはそれに含まれ得る
。そのような例では、通信構成要素８４０は、たとえば、通信構成要素６４０に対応し得
る。この例では、処理システム８１４は、バス８０２によって表されるバスアーキテクチ
ャを用いて実装され得る。バス８０２は、処理システム８１４の特定の適用例および全体
的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バス８０２
は、プロセッサ８０４によって表される１つまたは複数のプロセッサ（たとえば、中央処
理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ））、およびコンピュータ可読媒体８０６によって
表されるコンピュータ可読媒体を含む様々な回路を互いにリンクする。バス８０２はまた
、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路
をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、
これ以上説明しない。バスインターフェース８０８は、バス８０２と、信号を受信または
送信するための１つまたは複数のアンテナ８２０に接続されたトランシーバ８１０との間
のインターフェースを与える。トランシーバ８１０および１つまたは複数のアンテナ８２
０は、伝送媒体を介して（たとえば、オーバージエアで）様々な他の装置と通信するため
の機構を与える。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース（ＵＩ）８１２（たとえ
ば、キーパッド、ディスプレイ、スピーカー、マイクロフォン、ジョイスティック）も与
えられ得る。
【００８４】
　[0091]プロセッサ８０４は、バス８０２を管理することと、コンピュータ可読媒体８０
６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理とを担当する。ソフトウェアは、
プロセッサ８０４によって実行されたとき、処理システム８１４に、特定の装置のための
本明細書で説明する様々な機能を実施させる。コンピュータ可読媒体８０６はまた、ソフ
トウェアを実行するときにプロセッサ８０４によって操作されるデータを記憶するために
使用され得る。上記で説明した通信構成要素８４０は、プロセッサ８０４によって、また
はコンピュータ可読媒体８０６によって、またはプロセッサ８０４とコンピュータ可読媒
体８０６の任意の組合せによって全体的にまたは部分的に実装され得る。
【００８５】
　[0092]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００８６】
　[0093]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして
実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実
装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
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【００８７】
　[0094]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ
または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハー
ドウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれら
の任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
であり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロ
プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意
の他のそのような構成として実装され得る。
【００８８】
　[0095]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に存在し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることができ、記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体
化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端
末中に存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成
要素として存在し得る。
【００８９】
　[0096]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コ
ンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例
として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレー
ジデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送
または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは
専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また
、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト
、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（
disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー
（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含
み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれるべきである。
【００９０】
　[0097]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
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ことができるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して通信するための
方法であって、
　第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信
することと、
　第２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信
することと、
　前記第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記第１
のセルと通信するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行す
べきなのかを決定することと、
　前記第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前記第２
のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行す
べきなのかを決定することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　全二重動作の一部として通信を受信するために、前記第１の接続を介して前記第１のセ
ルまたは前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの一方と通信することと、
　前記全二重動作の一部として通信を送信するために前記第１の接続を介して前記第１の
セルまたは前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの他方と通信することと
によって、前記全二重動作を実行することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記全二重動作を実行することに関係する時
間間隔中で半二重動作のみをサポートする、Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定すること、または前記第２のセルと通信するために
前記第２の半二重動作を実行すべきなのか前記第２の全二重動作を実行すべきなのかを決
定することのうちの少なくとも１つが、構成に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の
方法。
　　［Ｃ５］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記第２のセルと通信するために前記第２の半二重動作を実行すべきなのか前記第２の
全二重動作を実行すべきなのかを決定することは、前記第２の全二重動作のための送信電
力がしきい値電力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記第２
の全二重動作を実行すると決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、Ｃ１に記載の方法。
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　　［Ｃ９］
　ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して通信するための
装置であって、
　第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信
することと、第２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２の
セルと通信することとを行うように構成された通信構成要素と、
　前記第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記第１
のセルと通信するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行す
べきなのかを決定することと、前記第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによ
ってサービスされる前記第２のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなの
か第２の全二重動作を実行すべきなのかを決定することとを行うように構成された半／全
二重動作構成要素と
を備える、装置。
　　［Ｃ１０］
　前記半／全二重動作構成要素が、少なくとも部分的に、
　全二重動作の一部として通信を受信するために前記第１の接続を介して前記第１のセル
または前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの一方と通信することと、
　前記全二重動作の一部として通信を送信するために前記第１の接続を介して前記第１の
セルまたは前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの他方と通信することと
によって、前記全二重動作を実行すると決定するように構成された、Ｃ９に記載の装置。
　　［Ｃ１１］
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記第１のセルとの前記全二重動作および前
記第２のセルとの前記全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみ
をサポートする、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記半／全二重動作構成要素が、構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセル
と通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の全二重動作を実行
すべきなのかを決定すること、または前記第２のセルと通信するために前記第２の半二重
動作を実行すべきなのか前記第２の全二重動作を実行すべきなのかを決定することのうち
の少なくとも１つを行うように構成された、Ｃ９に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、Ｃ１２に記載の装置。
　　［Ｃ１４］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、Ｃ１２に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
　前記半／全二重動作構成要素は、前記第２の全二重動作のための送信電力がしきい値電
力よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも部分的に、前
記第２の全二重動作を実行すると決定することによって、前記第２のセルと通信するため
に前記第２の半二重動作を実行すべきなのか前記第２の全二重動作を実行すべきなのかを
決定するように構成された、Ｃ９に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、Ｃ９に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して通信するための
装置であって、
　第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信
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するための手段と、
　第２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信
するための手段と、
　前記第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記第１
のセルと通信するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行す
べきなのかを決定するための手段と、
　前記第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前記第２
のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行す
べきなのかを決定するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ１８］
　全二重動作の一部として通信を受信するために前記第１の接続を介して前記第１のセル
または前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの一方と通信することと、
　前記全二重動作の一部として通信を送信するために前記第１の接続を介して前記第１の
セルまたは前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの他方と通信することと
によって、前記全二重動作を実行するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記第１のセルとの前記全二重動作および前
記第２のセルとの前記全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみ
をサポートする、Ｃ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定するための前記手段、または前記第２のセルと通信
するために前記第２の半二重動作を実行すべきなのか前記第２の全二重動作を実行すべき
なのかを決定するための前記手段が、構成に少なくとも部分的に基づいて決定する、Ｃ１
７に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、Ｃ２０に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、Ｃ２０に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、Ｃ１７に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　ワイヤレスネットワークにおいて複数接続性ワイヤレス通信を使用して通信するための
コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、
　第１の接続を介して第１のアクセスポイントによってサービスされる第１のセルと通信
するためのコードと、
　第２の接続を介して第２のアクセスポイントによってサービスされる第２のセルと通信
するためのコードと、
　前記第１の接続を介して前記第１のアクセスポイントによってサービスされる前記第１
のセルと通信するために第１の半二重動作を実行すべきなのか第１の全二重動作を実行す
べきなのかを決定するためのコードと、
　前記第２の接続を介して前記第２のアクセスポイントによってサービスされる前記第２
のセルと通信するために第２の半二重動作を実行すべきなのか第２の全二重動作を実行す
べきなのかを決定するためのコードと
を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
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　　［Ｃ２５］
　全二重動作の一部として通信を受信するために前記第１の接続を介して前記第１のセル
または前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの一方と通信することと、
　前記全二重動作の一部として通信を送信するために前記第１の接続を介して前記第１の
セルまたは前記第２の接続を介して前記第２のセルのうちの他方と通信することと
によって、前記全二重動作を実行するためのコード
をさらに備える、Ｃ２４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ２６］
　前記第１の接続および前記第２の接続が、前記第１のセルとの前記全二重動作および前
記第２のセルとの前記全二重動作を実行することに関係する時間間隔中で半二重動作のみ
をサポートする、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ２７］
　前記第１のセルと通信するために前記第１の半二重動作を実行すべきなのか前記第１の
全二重動作を実行すべきなのかを決定するための前記コード、または前記第２のセルと通
信するために前記第２の半二重動作を実行すべきなのか前記第２の全二重動作を実行すべ
きなのかを決定するための前記コードが、構成に少なくとも部分的に基づいて決定する、
Ｃ２４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ２８］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々のキャリアアグリゲーション
帯域構成に関する、Ｃ２７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ２９］
　前記構成が、前記第１の接続および前記第２の接続の各々を使用して通信するためのユ
ーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に関する、Ｃ２７に記載のコンピュータ可読記
憶媒体。
　　［Ｃ３０］
　前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントが、前記第１のセルお
よび前記第２のセルを介したキャリアアグリゲーションをサポートする同じアクセスポイ
ントである、Ｃ２４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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